
テキストの使用及びワークブックの使い方について
①  この科目は、信徒教育スタンダードプログラムにおいて、専門コースの
    なかに位置しています。教会献身者コースの目的は、「教会にあって、
    牧師・伝道師と協力して奉仕する教会献身者を養成し、さらにその向上
　  を目指して訓練育成する」ことです。
②  教会献身者はその教会の働きにとって重要な役割を果たしますので、キ
　　リストのからだなる教会に属するすべての教会で通用する普遍性ととも
　  に、その教会固有の状況にふさわしく整えられる必要があります。その
　　意味では、信徒教育プログラムの他の講座と違い、この講座はその教会
　　の牧師こそがもっとも適切なこ教師です。　
③  そこで、テキストを学ぶ過程の適切な場で、自分たちの教会に必要な実
　　際的指示を加えて、個教会の献身者養成を行ってください。その意味で
　　は、このコースを活かすのは、個教会に合わせてコースを使いこなして
　　いただくことにあります。
④　講座は、大きなテーマに基づいて四回に分けてありますが、一回を少な
　　くとも２～３時間かけて、先を急ぎすぎず、じっくり打ち込んで行くと
　　よいと思います。一方的に講義する以上に、ディスカスしながらという
　　やり方がよいかもしれません。
⑤  ワークブックは四回に分けられていますので、区切りまで進んだときに
　  ワークブックをするように指導してください。もし、受講者が同じよう
　  に間違えているなら、教え方が適切でなかったのかもしれません。今後
　  の教え方へのヒントとなるでしょう。何点を取れたかよりも、学ぶべき
　  真理と信仰を把握できたかのほうが重要です。
    また、回答に記述式のものを多くしましたが、これは奉仕者の理解を知
　　った上で、活用するためには、選択方式よりも有効だと考えたからです。
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⑥  解答は基本例であり、適宜裁量してください。
                          第　一　回
はじめに                                            　　（１ページ）
　ここでは、受講者が、自分の奉仕も神のご用に役立つのだと自覚して、
励ましを受けるように進めてください。また、神の救いのご計画の実現の
歴史は、その計画を担った人物の歴史でもあることを強調し、自分自身を
を捧げることを教えましょう。
第一課　　聖書における献身者像                          （１ページ）
Ⅰ．旧約聖書－レビ人の存在と奉仕 　                     （１ページ）
　旧約のレビ人を教会献身者のひな型とすることは、奉仕を実際的に理解
するために役立ちます。しかし、それはイスラエルの祭司制度のもとでの
ものであり、それらは、キリストにおける完成の光の中で取り扱われるべ
きことを忘れないでください。つまり直接的適用に気をつけるということ
です。
Ⅱ．新約聖書 　                   　                    （２ページ）
　新約の奉仕者像では、受講者とともにさらに奉仕者群像とその献身分野
を付け加えてみるのも有意義でしょう。
第　二　回
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第二課　  教会献身者の資格と資質　　　　　　　　　　　　（４ページ）
Ⅰ．救いの確信が明確であること                          （４ページ）
Ⅱ．聖霊のバプテスマを受けていること                    （４ページ）
　救われていることは当然のことですし、聖霊のバプテスマを受けている
ことも、私たちアッセンブリー教団としては当然です。しかし、まだ受け
ていない人が献身や奉仕に進みたいと願っている場合には、相手と状況に
ふさわしい導きをしましょう。それを得ていないから自分はだめだとマイ
ナス思考になってしまう人もないではありません。その恵みにあずかるよ
うに前向きに方向づけたいと思います。
Ⅲ．人格と信仰の健全性                                  （５ページ）
　信仰と人格の健全性は、より広く奉仕が受け入れられるために、大きな
役割を果たします。その人の信仰のすばらしさは十分に認めるのだが、一
風変わっているために、それがハードルとなっており、その人が理解され、
よさが認められることが前提だというケースもしばしば見られるのは、残
念です。
Ⅳ．牧師との協調性                                      （５ページ）
  牧師との協調性を牧師自身が教えるときには、牧師がみずからを深く顧
みつつ、取り扱うとよいと思います。また、牧師と信徒、牧師と献身者が、
その教会への神のヴィジョンを共有できていればいるほど、よい関係を構
築できるでしょう。
　いずれにせよ、資質については許容・裁量の幅が多い項と思います。主
の弟子にも、ヨハネもおりペテロもいました、パウロもバルナバもいたわ
けですし、その教会の牧師の考え方もあります。教会の置かれている状況
や個性
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や会員の構成層、年齢などもそれなりの要素です。大切なことはそれぞれ
の持ち分が十分活かされ、献身が全うされることです。あるべきであると
要求する以上に、神に育てていただこうという雰囲気が強いほうがよいと
思います。
                          第　三　回
第三課　  教会献身者の多様性                            （８ページ）
　この項目では、受講者がそれぞれの教会献身を志しているのですから、
一般論、抽象論で終わらないように、各教会の実際的ヴィジョンを描いて
取り組むことが必要です。
　神に導かれ、励まされながら、受講者が自分の場を発見し確認し、やろ
うという気持ちになることを目標に進めましょう。それぞれの教会がどの
ような献身者を必要としているかが見えてくる機会にしましょう。
  献身者があまりに性急に、自分の守備範囲を決めすぎると、小さな器に
固定してしまうこともあります。はじめは小さくスタートしても、可能性
を広げてくださる主に期待して、その人の献身が広く深くなって行くこと
を教師は信じ、また、そのように教えましょう。
                          第　四　回
第四課　  教会献身者の受けるべき訓練　　　　　　　　　（１２ページ）
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Ⅰ．牧会配慮のための訓練                              （１３ページ）
　テキストで、牧会配慮ができるということを一番最初に取りあげた理由
は、何ができるかということも大切ですが、どのような気持ちで何をする
のかということが、重要だからです。この項では、教会奉仕者のスピリッ
トを整えて下さい。Ⅰペテロ５：２～３、ヨハネ２１：１５～１７、Ⅰテ
サロニケ２：６～８なども参考にして下さい。指導者である牧師・その教
会でモットーのように受け止めていることなどは、特に教会献身者によっ
て確認されるべきです。
Ⅱ．祈りと御言葉にかかわる訓練                        （１４ページ）
  祈ることにおいても、御言葉に親しむことにおいても、教会献身者はす
ぐれていてもらいたいものです。どちらについても教会献身者の資格と資
質の箇所で述べてありますが、ここでは具体的に教えておくべきだと思い
ます。各教会の方針に基づいてしっかりと教えてください。特に祈りにつ
いては、知識以上に実行されることが重要です。
Ⅳ．マナー                                            （１８ページ）
　マナーはどれも常識的なもので、改めて取り上げるほどではないように
思えますが、必ずもう一押し、押さえておきましょう。教会献身者の社会
経験が乏しい場合はなお、［判っていて当然］ではありません。上司である
牧師、同輩、信徒各位との信頼関係などのためにも、マナーについては、
個教会としての実際的な相互認識をしておきましょう。
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